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はじめに －松江市近郊・大橋川とその周辺－

　島根県の県庁所在地である松江市には、県内有数の遺跡が確認されています。とくに宍道湖と中
海をつなぐ大橋川の周辺には、弥生時代の遺跡や墳墓が多数見つかっています。出雲の弥生墳墓と
いえば、大型の四隅突出型墳丘墓が見つかった出雲市の西谷墳墓群（国指定史跡）や、安来市の宮
山墳墓群（国指定史跡）などが注目されていますが、松江市内には可能性のあるものを含めて10数
基の四隅突出型墳丘墓が確認されています。
　今回の遺跡パンフレットでは、令和５・6年度の朝酌矢田Ⅱ遺跡の調査で標石墓と四隅突出型墳丘
墓が見つかったことから、松江市近郊と大橋川周辺の弥生墓制の特質について紹介したいと思います。
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松江市内で弥生墳墓が確認された遺跡
（カッコは可能性のあるものを含む）
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古浦砂丘遺跡遠景（中央の砂丘） 66号人骨とＬ字状の石列

　松江市鹿島町古浦の海岸砂丘に立地する弥生時代前期から古代の遺跡です。弥生時代前期から中期の集団墓で、砂丘に直接埋葬され
た人骨が、少なくとも60体以上確認されました。貝輪を腕に装着した子どもの人骨や、朝鮮半島南部の特徴をもつ土器が出土している
ことから、この地域に朝鮮半島南部や九州にルーツを持つ人々の入植があった可能性が考えられています。この遺跡では、弥生時代前
期は仰臥屈葬で、前期末から中期は仰臥伸展葬で葬られていました。また、弥生時代中期になると、2m×2mのL字状の石列を墓壙の
周囲に施すもの（66号人骨）も出現していることから、石を使った墓制の変遷も検討できる重要な遺跡です。

２号人骨ハイガイ製貝輪着装状態

こ うら

古浦砂丘遺跡

1

朝酌矢田Ⅱ遺跡

朝酌矢田Ⅱ遺跡の標石墓（右は木棺の痕跡）
詳細な時期を示す出土品はありませんが、お墓の構造から弥生時代前半
期の標石墓（配石木棺墓）の可能性が極めて高いものです。木棺の直上
には標石が一つ置かれています（右の写真）。

（参考図）標石墓の源流と考えられる支石墓の構造
　　　　　　　　　　　　　　　　　（端野2018）

上石
敷石 支石

墓室（石槨）
蓋石石棺・木棺

8 9

１９号墓木棺

　松江市鹿島町に所在する県内有数の弥生時代前期
の集団墓です。「長者の墓」と呼ばれる直径35mの
独立丘陵の周囲に、約60基の標石墓が造られていま
した。標石墓とは、墓穴内に木棺・遺体を安置して
墓穴を埋め戻した後、その上に石を方形に配置する
お墓のことです。標石墓は、朝鮮半島の支石墓に源
流を持つもので、九州北部と島根県で見つかってい
ます（右下の参考図）。堀部第１遺跡から出土した土
器は九州北部などの影響を強く受けたものであった
ことから、弥生時代前期の稲作などの弥生文化を伝
えた集団の墓地と考えられます。

堀部第１遺跡

堀部第１遺跡全景

見つかった標石墓群（北東区）

べほり

あさ くみ や だ

4

5

6 堀部第１遺跡出土遺物

堀部第１遺跡の標石墓には、朝鮮半島の松菊里式土器や九州北部
から丹後半島の日本海沿岸部に顕著な土笛が供えられていました。

7

2 3
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方形貼石墓の出現

友田遺跡全景

配石墓標へ変化した標石墓（SK05）

　出雲では配石の変化により、標石墓（弥生時代前期）から方形貼石墓（弥生時代中期）
への発展段階を追えますが、丹後では方形周溝墓に扁平な石を貼り付けた一辺が32
mに達する方形貼石墓が突如として出現します。さらに、出雲の方形貼石墓には副葬
品の乏しさが目立つのに対し、
丹後の方形貼石墓では670点を
超える管玉が副葬される方形貼
石墓もみられます（日吉ヶ丘１号
墓）。
　このことから、出雲と丹後で
は方形貼石墓の成立背景が異な
るようです。墳丘の規模や副葬
品から、出雲の方形貼石墓は各
地域ごとの有力者層の墓と考え
られますが、丹後の方形貼石墓
に葬られた人物は、丹後を広域
に治めた王であった可能性も考
えられています。

江津市海岸部の砂丘上に築造された県内で初めて
見つかった方形貼石墓です。弥生土器をはじめ、
銅鏃などが副葬されていました。

鳥取県琴浦町で見つかった方形貼石墓です。周溝の
存在や扁平な石を貼り付ける特徴から、丹後の影響
を受けた方形貼石墓と考えられています。

京都府与謝野町で見つ
かった弥生時代最大の
方形貼石墓。周溝がめ
ぐる墳丘斜面には、扁
平な石が貼り付けられ
ていました。木棺内部
からは、670点以上の
管玉が見つかっていま
す。

益田市で初めて見つ
かった方形貼石墓で
す。墳丘の中心は山
道で壊されていまし
たが、貼石を確認す
ることができました。

出雲平野で初めて見つかった方形貼石墓です。この
方形貼石墓に重なるように、弥生時代後期の四隅突
出型墳丘墓（中野美保１号墓）が造られていました。

　松江市浜乃木に所在する弥生時代前期末～後期にかけての遺跡です。遺跡内からは、弥生時代前期末から中期にかけての集団墓が見
つかりました。埋葬された人々は、堀部第１遺跡のように一方向に頭位をそろえる傾向が認められ、墓壙上に標石を置く点など、弥生
時代前期の標石墓の系譜を受け継いだ墓に葬られていました。また、標石墓が簡略化され、墓壙の周囲のみ配石が施されている墓
（SK05など）もあることから、埋葬空間を明示する配石墓標への変化が読みとれます。

❷ 弥生中期の墓制について －墳丘の成立－

友田遺跡
だとも

ほうけいはりいし ぼ

波来浜遺跡Ａ区２号墓
な ら はま

中野美保２号墓
の み ほなか

梅田萱峯１号墓
かやうねだうめ

日吉ヶ丘遺跡SZ01（方形貼石墓）
がひ よし おか

大量に副葬された
管玉

専光寺脇１号墓
こう じせん わき
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方形貼石墓の出現
ほうけいはりいし ぼ

❷ 弥生中期の墓制について －墳丘の成立－
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間内越１号墓
来美墳墓

布志名大谷Ⅲ遺跡北Ⅰ区１号墓

６号墓第１主体部
出土の玉製品

さまざまな標石

　松江市東持田町の丘陵上に所在した墳墓群。弥生時代後期後葉の墳墓６基と古墳時代前期の古墳１基が見つかりました。このうち２基
（５号墓・６号墓）が四隅突出型墳丘墓で、それぞれ貼石・敷石・列石が検出されています。５・６号墓とも一辺が約10m程度の規模で
すが、６号墓の埋葬施設（第１主体部）からはヒスイ製の勾玉や緑色凝灰岩製の管玉が見つかっています。

６号墓の貼石・敷石・列石６号墓（写真手前） ６号墓第１主体部

沢下遺跡

間内越１号墓
　弥生時代終末期の一辺が約1０mの小型の四隅突出型墳丘
墓です。墳丘の中央にある主体部直上には、40点前後の供
献土器が出土するほか、墳丘裾にも大型の壺などが供えられ
ていました。沢下６号墓でも主体部直上に土器の供献が行わ
れていることから、墳墓祭祀の共通性が認められます。

ま ない

　弥生時代後期後葉の約10m×8mの小型の四隅突出型墳丘墓で
す。突出部を含めると13.5m×10.5m、高さは1.2～1.5mありま
す。墳頂部には、６基の埋葬施設が造られていました。このうち、
墳頂平坦面の中央部の埋葬施設が最も大きく、箱形木棺が納めら
れていましたが、副葬品はありませんでした。

来美墳墓
みくるごし

さわしも

布志名大谷Ⅲ遺跡
　布志名大谷Ⅲ遺跡からは、３基の四隅突出型
墳丘墓が見つかっています。このうち１号墓は
墳墓群で最も大きく、東西約10.5m前後、南北
長約7.7m前後あります。この墳墓群では、埋
葬施設の直上に標石が置かれるなどの特徴があ
ります。

ふ じ な おお たに

19

18

22
23

24 25

20 21
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東城ノ前遺跡東城ノ前遺跡
朝酌矢田Ⅱ遺跡朝酌矢田Ⅱ遺跡

的場遺跡的場遺跡

間内越遺跡間内越遺跡来美墳墓来美墳墓

東百塚山古墳群東百塚山古墳群

友田遺跡友田遺跡

入海（宍道湖）入海（宍道湖）

入海（中海）入海（中海）

0 １㎞

川だけ地形地図（平 26 情使 第 964 号）に加筆

　朝酌矢田Ⅱ遺跡は松江市朝酌町に所在します。大橋川北岸
に立地しています。大橋川河川改修事業に伴い令和元年度よ
り発掘調査を実施しました。
　令和６年度調査では、弥生時代後期後半に築造された四隅
突出型墳丘墓を確認しました。墳丘中央付近では被葬者を埋
葬した穴（墓壙）を１基検出しています。この墓壙周辺からは
鉄製工具とガラス小玉が出土しており、副葬品と考えられま
す。このお墓に伴う土器は確認できませんでしたが、確認し
た配石構造や副葬品から弥生時代後期後半に築造されたもの
と想定されます。

朝酌矢田Ⅱ遺跡では、鉇（ヤリガンナ）と針状工具が副葬されていました。
四隅突出型墳丘墓の被葬者に工具が副葬されることは珍しく、針状工具は
大橋川南岸の玉作遺跡である平所遺跡との関連性も考えられます。

ガラス小玉
　島根県内におけるガラス製品は現在のところ20遺跡で
出土しています。これらの遺跡は、日本海沿岸や江の川と
いった大河川付近に立地していることが分かります。弥生
時代には他地域との交流に陸路だけでなく、航路も盛んに
利用されており、このような交通網付近で出土しているこ
とが想定されます。松江市域での出土状況をみると、朝酌
矢田Ⅱ遺跡のほか、鹿島町の堀部第２･第３遺跡で出土し
ています。鹿島町は弥生時代には古恵曇潟と呼ばれるラ
グーン（潟湖）となっており、海上交通の拠点地域として
機能していたことが想定されています。朝酌矢田Ⅱ遺跡に
ついても入海を接続する大橋川沿いに立地しています。鹿
島町同様に船を利用した交通の要衝上に位置しています。
　当時のガラス玉は、素材がすべて中
国や東南アジアなどといった遠隔地で
生産されており、列島へは海上交通を
利用してもたらされます。松江市域へ
もこのような地域間を結ぶ交通路を経
由し、遠隔地よりもたらされたことが
想定できます。

墳丘斜面および裾に施された配石

朝酌矢田Ⅱ遺跡の
ガラス小玉

堀部第２・第３遺跡周辺の古環境（復元） 朝酌矢田Ⅱ遺跡周辺の古環境（復元）

朝酌矢田Ⅱ遺跡１号墓全景

朝酌矢田Ⅱ遺跡
や だあさ くみ

朝酌矢田Ⅱ遺跡

堀部第2・3遺跡

朝酌矢田Ⅱ遺跡

堀部第2・3遺跡古恵曇潟古恵曇潟日本海日本海

佐太水海佐太水海

南講武小廻遺跡南講武小廻遺跡

26

27
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ヤリガンナの先端片

29

川だけ地形地図（平 26 情使 第 964 号）に加筆

木を加工するための
細長い工具

島根県内ガラス製品出土一覧表（弥生時代）

1 門生黒谷Ⅲ遺跡 SI07 小玉 1
E区SB05 小玉 2
K区１号墓埋葬施設
（四隅突出型墳丘墓） 小玉 1

小玉 10
管玉 1

SB04（掘立柱建物） 小玉 1
SD01（溝） 小玉 1
SD03（溝） 管玉 1
SD05（溝） 小玉 1
SD10（溝） 管玉 1

勾玉 1
小玉 2

5 南講武大日遺跡 SI05（竪穴建物） 小玉 1
6 西川津遺跡 SD07（溝） 勾玉 1
7 上野Ⅱ遺跡 SI10P15 小玉 1
8 北原本郷遺跡 SI05（竪穴建物） 小玉 2
9 森遺跡 包含層 小玉 1
10 矢野遺跡 遺物包含層 小玉 1
11 山持遺跡 ７区⑤落ち込み状遺構 小玉 1
12 白枝荒神遺跡 土器群６ 管玉 1
13 姫原西遺跡 貝塚 小玉 2
14 下古志遺跡 SD03（溝） 小玉 1

勾玉 2
管玉 26
小玉 170

３号墓第４主体 管玉 20
釧 3
管玉 1

16 杉沢Ⅱ遺跡 SI501（竪穴建物） 小玉 6
17 御堂谷遺跡 SI06（竪穴建物） 小玉 1

遺構3001・3002（溝） 小玉 1
遺構2217（竪穴建物） 小玉 3
１号墳第１主体部
（四隅突出型墳丘墓） 小玉 14

管玉 2
小玉 45

20 中小路遺跡 SI05（竪穴建物） 小玉 2

１号墳第２主体部
（四隅突出型墳丘墓）

順庵原墳墓群19

森原下ノ原遺跡18

遺構外

4 堀部第3遺跡 遺構外

15 西谷墳墓群

３号墓第１主体
（四隅突出型墳丘墓）

２号墓中心部

2 朝酌矢田Ⅱ遺跡

3 堀部第２遺跡

No. 遺跡名 出土遺構 器種 数量時期
弥生後期
弥生後期

弥生後期

弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭
弥生後期末～古墳初頭

弥生後期
弥生後期
弥生後期前葉
縄文～古墳

弥生前期～古墳前期
弥生後期後半以降
弥生後期か
弥生終末期
弥生後期
弥生後期後葉
弥生後期後葉
弥生後期後葉
弥生後期後葉
弥生後期後葉
弥生後期後葉
弥生中期後葉

弥生中期後葉～後期
弥生

弥生後期前葉

弥生後期前半

弥生後期前半
弥生後期前半

弥生中期末～後期初頭

所在地
安来市門生町

松江市鹿島町南講武
松江市西川津町
松江市宍道町佐々布
雲南市木次町北原
飯石郡飯南町頓原
出雲市矢野町
出雲市西林木町
出雲市白枝町
出雲市姫原町

出雲市下古志町・古志町

出雲市斐川町直江
大田市長久町・鳥井町

益田市安富町

邑南町上亀谷

江津市松川町

松江市鹿島町南講武

出雲市大津町下来原

松江市朝酌町

松江市鹿島町北講武

針状工具ヤリガンナ 参考：平所遺跡出土針状工具 Ｓ＝１/２

ヤリガンナ
針状工具

参考：平所遺跡出土針状工具

副葬品と関連資料（S=1/2）
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墓壙１

墓壙２

墓壙３

墓壙１

墓壙２

墓壙３

東百塚山20号墓（県史跡東百塚山古墳群）

配石構造からみた集団関係

　県史跡東百塚山古墳群は松江市大草町に所在し、意宇平野南の大草丘陵上に立地しています。隣接する西百塚山古墳群とあわせ、総数
170基以上の古墳が分布しています。古墳群が造られる以前に築造された弥生時代の四隅突出型墳丘墓（東百塚山20号墓）の詳細を把
握するため、令和7年度から発掘調査を実施しています。
　調査の結果、四隅突出型墳丘墓は弥生時代後期後半に築造されたお墓であることがわかりました。発掘調査では四隅突出型墳丘墓の突
出部や墳丘上の墓壙の様相を確認しています。

　松江市では、県内で有数の弥生時代の
遺跡が確認されています。とくに宍道湖
と中海をつなぐ大橋川の周辺には、数多
くの四隅突出型墳丘墓が所在しています。
これらの四隅突出型墳丘墓に共通する特
徴として、出雲市や安来市と比較して墳
丘規模が小さいことが挙げられます。こ
のことから、地域をとりまとめる大首長
のお墓ではなく、小地域の首長のお墓と
して四隅突出型墳丘墓を築造しているこ
とがわかります。
　これらの四隅突出型墳丘墓は墳丘斜面
や裾に施される貼石や敷石、列石といっ
た配石構造の共有関係から複数のグルー
プに区分でき、地域的にまとまって分布
していることがわかっています。このこ
とから、配石構造のグループごとに小地
域集団がまとまり、共同していたことも
考えられます。

墳頂部平坦面の調査の様子
発掘調査の結果、長軸約15ｍ、短軸約11ｍ、高さ約1.5ｍであるこ
とが分かりました。墳頂平坦面からは３基の墓壙がみつかっています。 土器出土状況

墳丘南側から、ほぼ完全なかたちの甕が出土しました。この甕は、墳丘
墓の築造時に後背丘陵との境に土坑を掘り、そこへ埋め置かれていまし
た。このお墓が造られた時期を検討することができる貴重な発見となり
ました。土器の時期は、弥生時代後期後葉のものと考えられます。

突出部の構造
突出部は北東隅部で確認しました。墳丘斜面に貼石を施し、裾には敷石
と列石が施されていました。なお、突出部稜線上の配石は確認できてい
ません。

南講武小廻遺跡南講武小廻遺跡

東城ノ前遺跡東城ノ前遺跡
朝酌矢田Ⅱ遺跡朝酌矢田Ⅱ遺跡

的場遺跡的場遺跡

間内越遺跡間内越遺跡

来美墳墓来美墳墓

東百塚山古墳群東百塚山古墳群布志名大谷Ⅲ遺跡布志名大谷Ⅲ遺跡

友田遺跡友田遺跡

沢下遺跡沢下遺跡

佐太水海佐太水海

ⅡB類ⅡB類

Ⅰ・ⅡA類Ⅰ・ⅡA類

入海入海

入海（宍道湖）入海（宍道湖）
入海（中海）入海（中海）

ⅡB類ⅡB類

川だけ地形地図（平 26 情使 第 964 号）に加筆
0 １㎞

配石構造からみた松江市域の四隅突出型墳丘墓の小地域性
（岩橋2018を基に一部改編して作成）

配石構造分類模式図
（松本2003より一部改編して作成）

Ⅰ類

ⅡA類

ⅡB類

ⅡC類

ひがしひゃくつかやま

30

31

32

配石構造からみた集団関係
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　松江市域には、弥生時代前期に九州北部を経由し、朝鮮半島系の墓制が伝播した後、中期後半
に方形貼石墓、後期に四隅突出型墳丘墓が確認できます。島根県域において、弥生時代をとおし
て墓制の変遷がたどれる唯一の地域であり、弥生墓制研究上重要な地域といえます。
　交易などの社会活動や地域的な集団関係といった当時の社会を把握するうえでお墓の存在は重
要な手がかりを与えてくれます。鹿島町ではラグーン（潟湖）、大橋川周辺では入海を接続する
重要河川付近に、対外交流を支える交通の要衝が存在しており、それらに隣接するように弥生時
代後期には四隅突出型墳丘墓がつくられています。交通の要衝を管理する集団の首長へ権力が集
中し、小型ながらも西谷３号墓（出雲市）などの大首長が採用する墳丘形態と同じ四隅突出型墳
丘墓を築造していると想定できます。ただし、出雲市や安来市で確認できる大型規模の首長墓と
異なり、松江市域では小型の規模が基本となり、かつ大橋川周辺ではほぼ同時期に密集して築造
されています。これらの小型の四隅突出型墳丘墓はそれぞれ限られた地域を治めた首長の墓とし
て評価でき、小地域の首長であっても墳丘墓を築造できるほどの権威をもっていたことを示して
います。これらの首長権力を醸成した要因については今後の調査研究が待たれますが、その要因
の一つとして、日本海を東西方向に結ぶ航路の結節点の一つという優位な地勢であったことがあ
げられます。日本海を介して運ばれるガラスや鉄などの貴重品を交通の要衝を管理する首長たち
が入手し、それを分配することで首長の権威を強化していったとも考えられます。

表紙写真：朝酌矢田Ⅱ遺跡1号墓
写真1～7・10・11・22・23：松江市埋蔵文化財調査課提供
写真12：鳥取県埋蔵文化財センター提供
写真13・14：与謝野町教育委員会提供
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E-mail　maibun@pref.shimane.lg.jp
URL　https://www.pref.shimane.lg.jp/maizobunkazai/

弥生墓制の変遷
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